
［成果情報名］水稲「コシヒカリ」の疎植栽培における生育特性 

［要約］水稲「コシヒカリ」の早期栽培における疎植栽培では、慣行栽培に比べ、草丈は長く、㎡当

たり茎数は少なく推移し、稈長も長くなるが、倒伏しにくい。また、粒厚分布はやや劣るが、玄米

重、検査等級、および玄米蛋白含有率は慣行栽培と同等である。 
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［背景・ねらい］ 

米の価格低下が続く中、省力・低コスト技術の開発が求められており、近年、苗箱数を大幅に削減でき

る疎植栽培技術が注目されている。そこで、一般的な基肥と穂肥を分施する施肥法において、水稲「コシ

ヒカリ」の早期栽培における疎植栽培特性を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．水稲「コシヒカリ」の疎植栽培では、株間15cmの慣行栽培に比べ、草丈は長く、㎡当たり茎数

は株間を広げるほど少なく推移する（図1）。また、疎植栽培では、穂肥時のSPAD葉色値が慣行

栽培より高い(表1)。 

２．疎植栽培では、出穂期、成熟期とも慣行栽培並である(表 1) 

３．疎植栽培では、稈長、穂長ともに慣行栽培により長いが、稈が太く株も大きく、倒伏には慣行

栽培より強い(表 1)。 

４．疎植栽培の玄米重は、慣行栽培並である。収量構成要素は、慣行栽培に比べ、㎡当たり穂数は少ない

が、1穂籾数が多く、㎡当たり籾数は同等である。また、登熟歩合、千粒重も慣行栽培並である（表1）。 

５．疎植栽培の玄米品質は、検査等級では慣行栽培と同等であるが(表1)、白未熟粒発生率は慣行栽培より

やや少なく、青未熟粒がやや多く、粒厚分布は疎植栽培がやや劣る(表2)。 

６．疎植栽培の玄米蛋白含有率および食味は慣行栽培と同等である。(表1) 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１． 疎植栽培では、茎数確保のため中干しは慣行よりやや遅くする。  

２．病害虫の発生が少なく、差が判然としなかったので、疎植栽培での病害虫の発生消長についての検討

が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



［具体的データ］ 

                  

          草 丈                 ㎡当たり茎数 

図1 生育の推移 

  注1)2007～2009年の平均 

   2)移植は4月22～23日、2007、2008年は手植(3本/株)、2009年は機械植(4～5本/株) 

 

表1 生育と玄米収量・品質 

株間 穂肥時 

SPAD 

葉色値 

出穂期 

 

(月/日) 

成熟期 

 

(月/日) 

稈長 

 

(cm) 

穂長 

 

(cm) 

倒伏 ㎡ 

穂数 

(本) 

1穂 

籾数 

(粒) 

㎡ 

籾数 

(100粒) 

登熟 

歩合 

(%) 

千粒 

重 

(g) 

玄米重 

 

(kg/a) 

検査 

等級 

玄米 

蛋白 

(%) 

食味 

総合 

評価 

30cm 36.6 7/11 8/14 86.8 19.2 1.5 289 79.2 231 85.6 22.3 43.8 7.7 6.8 -0.071 

24cm 34.5 7/11 8/14 86.8 19.1 1.8 310 77.4 231 85.7 22.3 44.1 7.2 6.8 0.071 

15cm 30.5 7/11 8/14 80.9 18.4 2.3 324 71.4 227 86.4 22.4 43.7 7.0 6.8 基準 

注1)2008～2009年の平均値 食味総合評価は2009年 

 2)移植は4月22～23日、施肥(Nkg/10a)は基肥4.0+穂肥2.6(幼穂1.5cm) 

3)倒伏は0(無)～5(甚)までの6段階評価 

 4)検査等級は九州農政局長崎農政事務所で1(1等上)～10(規格外)の10段階評価 

 5)玄米蛋白含有率は水分0％ 

 

表2 白未熟粒と青未熟粒の発生率および精玄米の粒厚分布 

株間 心白粒 

(%) 

乳白粒 

(%) 

基白粒 

(%) 

背白粒 

(%) 

青未熟粒 

(%) 

精玄米粒厚分布(重量%) 

1.8～2.0mm 2.0~2.1mm 2.1~2.2mm 2.2mm以上 

30cm 1.7 2.4 2.4 23.9 4.1 17.7 47.0 30.4 4.9 

24cm 1.4 3.6 3.2 26.6 6.3 17.3 45.4 32.3 5.0 

15cm 2.5 3.1 4.1 30.6 1.6 13.9 43.7 36.1 6.4 

注)白未熟粒と青未熟粒は2007～2009年の平均値、粒厚分布は2008～2009年の平均値 

 

［その他］ 

研究課題名：環境保全型・省力・低コストのための水稲疎植栽培技術の確立 

予算区分：県単 

研究期間：2007～2010年度 

研究担当者：古賀潤弥、生部和宏、里中利正 
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